
洛西地域公共交通利便性向上検討ワーキンググループの取組について 

 

１ 概要 

  洛西地域で運行するバス、鉄道の事業者の連携により、複数事業者のバスダイヤや系統、

乗り場、案内表示の整理・統一を図ることにより、地域の公共交通の利便性を向上させる

ため、平成２０年度に、「歩くまち・京都」総合交通戦略の先行実施プロジェクトとして

設置した。 

 

２ 構成メンバー 

  バス事業者：京都市交通局、京阪京都交通、阪急バス、ヤサカバス 

  鉄道事業者：ＪＲ西日本、阪急電鉄 

  京 都 市：歩くまち京都推進室、西京区役所洛西支所地域力推進室 

 

３ 公共交通利便性の向上取組（ソフト面） 

 ⑴ バス事業４者の情報を掲載する共通案内板(桂駅、桂川駅、境谷大橋バス停)の設置 

 ⑵ 鉄道、バス各社局で乗り継ぎ利便が向上するダイヤを設定 

 

 ■ＪＲ桂川駅の共通案内板の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 公共交通利便性の向上取組（ハード面） 

 ⑴ 境谷大橋（東行）バス停留所の改善（上屋の改修、ベンチ新設、照明灯の新設） 

 ⑵ ＪＲ桂川駅前にバス停車位置の路面表示、バス総合案内所の設置 

 ⑶ イオンモール京都桂川 出庫車両の逆走防止策の実施 

 

■境谷大橋（東行）バス停留所の改善 

 

 

 

 

 

 

平成２２年バス停留所改修前 現在のバス停留所改修後 

資料３ 



■ＪＲ桂川駅前バス総合案内所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 公共交通利便性の向上取組（利用促進） 

 ⑴ らくさいさくら祭へのバス車両展示及びブース出展 

 ⑵ 地域を運行するバス系統の利用促進（地域と連携したモビリティ・マネジメント事業

を活用） 

 ⑶ 洛西地域内の店舗等で利用できるクーポン付きバス共通回数券の発売（平成２２年度） 

 

■らくさいさくら祭の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

京阪京都交通 京都市バス 

ヤサカバス 阪急バス 

ＷＧブース 全体風景 


